
17/1/14 19時 28分  

絵
手
紙 

春
駒
（
ハ
ル
コ
マ
） 

日
時 

毎
月
第
2
木
曜
日 

10
時
～
12
時 

場
所 

長
後
郵
便
局 

会
費 

月
７
０
０
円 

講
師 

鏑
木
静
子
先
生 

申
込 

北
見 

千
代
子 
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  長後地区防災講演会 

  『突然の発災にどう対処すべきか』 

講師：佐藤 榮一 
  （桐蔭横浜大学リスク管理学講師） 
日時：3月７日（土） 

13時 30分～15時４0分 
場所：長後市民センター 3階ホール 
定員：成人 20人（2回とも出られる方） 
費用：無料 
  ※申込は当日、会場までお越し

下さい。 
 
 
 

 

現
在
、
長
後
地
区
に
は
19
の
公

園
が
あ
り
、
そ
の
名
称
に
字
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
の
公

園
名
も
同
様
で
、
そ
の
経
緯
を
公

園
課
で
聞
い
た
。
明
確
な
事
は
分

か
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
字
の
方

が
場
所
を
特
定
し
易
い
、
地
域
住

民
に
親
し
み
易
い
、
な
ど
の
理
由

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。 

公
園
名
を
通
し
て
、
そ
の
字
の
由

来
を
探
っ
て
み
た
。 

◇
長
後
新
屋
敷
公
園
（
平
成
８
年

６
月
開
園
） 

 

藪
鼻
宿
（
亀
井
野
か
ら
北
に
の

び
る
大
き
な
藪
の
端
で
あ
っ
た
。

現
在
の
あ
い
も
ー
る
商
店
街
）
の

他
に
ほ
と
ん
ど
家
は
な
く
、
畑
や

山
林
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
頃
か

ら
分
家
（
新
家
）
が
建
ち
始
め
た

事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。 

◇
諏
訪
棚
公
園
（
昭
和
47
年
11
月

開
園
） 

 

昔
か
ら
の
住
民
は
小
菅
姓
で
、

山
梨
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
菅
氏

が
氏
神
と
し
て
諏
訪
明
神
を
奉

っ
た
事
で
こ
の
名
が
あ
る
。
棚
と

は
河
岸
段
丘
の
事
。 

（
資
料
提
供
・
藤
沢
地
名
の
会
会
長 

鈴
木
富
雄
さ
ん
） 

 

月 刊 
２０１５年７月号 
（平成２７年） 
№４３９ 

長後だより編集委員会 
藤沢市長後  ５１３ 
℡  ４４－１６２２ 
発行責任者 野渡 訓 

 

自
転
車
は
「
軽
車
両
」
で
あ

り
、
危
険
な
運
転
を
す
れ
ば
、

指
導
・
警
告
か
ら
摘
発
（
赤
切

符
を
切
ら
れ
る
）
を
受
け
る
規

定
は
従
来
か
ら
あ
っ
た
。
今
回

新
た
に
定
め
ら
れ
た
の
は
14

歳
以
上
の
人
が
、
特
に
悪
質
な

14
類
型
の
危
険
行
為
（
図
参

照
）
を
３
年
間
で
２
回
繰
り
返

す
と
、
有
料
の
講
習
受
講
を
命

じ
ら
れ
る
こ
と
。
こ
れ
を
受
け

な
い
と
原
則
５
万
円
以
下
の
罰

金
だ
。 

 

「
赤
切
符
」
と
は
、
警
察
官 

に
摘
発
さ
れ
た
時
に
渡
さ
れ
る 

         

 

６
月
１
日
、
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
「
危
険
行
為
」
を
繰
り

返
し
た
自
転
車
の
運
転
者
に
、
自
転
車
運
転
者
講
習
を
義
務
づ
け

る
改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
た
。
免
許
不
要
で
手
軽
で
便
利 

し
か
し
事
故
を
起
こ
せ
ば
「
軽
く
」
は
済
ま
な
い
の
が
自
転
車
運

転
の
現
状
だ
。
藤
沢
北
警
察
署
交
通
総
務
係
で
話
を
聞
い
た
。 

  
 

         

 

守
ろ
う
！
自
転
車
運
転
ル
ー
ル 

 
 
   

  
 
 
 
 

14
歳
以
上
は
摘
発
を
受
け
る
場
合
も 

 

赤
い
用
紙
の
こ
と
。
車
の
場
合

違
反
の
程
度
に
よ
り
、
白
→
青

→
赤
の
段
階
が
あ
る
が
、
自
転

車
の
場
合
は
赤
し
か
な
い
。
そ

こ
に
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
住

所
、
職
業
等
を
書
か
れ
る
の
で

免
許
の
な
い
自
転
車
運
転
で
も

警
察
（
交
通
裁
判
所
）
に
し
っ

か
り
と
記
録
が
残
る
。 

 

交
通
総
務
係
に
よ
る
と
、
危

険
行
為
を
警
察
官
が
発
見
し
た

場
合
、
ま
ず
は
指
導
、
警
告
を

行
う
。
そ
こ
で
速
や
か
に
従
い
、 

運
転
を
改
善
す
れ
ば
赤
切
符
に

は
至
ら
な
い
場
合
が
多
い
と
の 

        

こ
と
。
だ
が
、
そ
の
時
の
状
況

に
よ
り
、
危
険
性
が
高
く
、
周

囲
へ
の
影
響
が
大
き
い
時
（
例

え
ば
、
遮
断
機
を
無
視
し
た
踏

切
へ
の
進
入
、
ブ
レ
ー
キ
不
良

自
転
車
の
運
転
、
酒
酔
い
運
転

等
）
は
、
即
、
赤
切
符
の
可
能

性
が
あ
る
。 

 

６
月
１
日
、
こ
の
道
路
交
通

法
改
正
は
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
大 

   その他の危険行為 

● 通行禁止違反 ●通行区分違反 
● 歩行者用道路における車両の 
義務違反 

● 路側帯通行時の歩行者の通行妨害 
● 交差点安全進行義務違反等 
● 交差点優先車妨害等 
● 環状交差点安全進行義務違反等 
● 安全運転義務違反 

き
く
報
じ
ら
れ
た
が
、
多
く
の

自
転
車
運
転
者
の
意
識
は
ま
だ

薄
い
の
が
現
状
だ
。
北
署
で
は

月
に
数
回
、
市
役
所
と
合
同
で

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
を

行
っ
て
い
る
。
エ
コ
で
便
利
な

自
転
車
だ
が
、
幼
い
子
ど
も
で

も
、
不
注
意
な
運
転
を
す
れ
ば

「
加
害
者
」
に
な
っ
て
し
ま
う

の
が
自
転
車
の
怖
さ
だ
。
入
り

組
ん
で
狭
い
道
の
多
い
長
後
。

よ
り
一
層
の
ル
ー
ル
遵
守
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。 

          

み
ん
な
の
本
棚 

長
後
市
民 

図
書
室 

◇
新
着
本
の
お
知
ら
せ
◇ 

《
成
人
書
》 

・
長
い
お
別
れ 

 
 

中
島
京
子 

・
向
田
邦
子
お
し
ゃ
れ
の
流
儀 

・
異
国
の
影
（
新
・
古
着
屋
総
兵 

衛 

第
十
巻
） 

 

佐
伯
泰
英 

・
リ
バ
ー
ス 

 
 
 

湊
か
な
え 

・
ト
ッ
ト
ひ
と
り 

 

黒
柳
徹
子 

・
真
の
雨
（
上
・
下
）
小
杉
健
二 

・
ラ
プ
ラ
ス
の
魔
女 

東
野
圭
吾 

        

・
一
〇
三
歳
に
な
っ
て
わ
か
っ
た

こ
と 

 
 
 

    

篠
田
桃
紅 

・
ナ
イ
ル
パ
ー
チ
の
女
子
会 

 

柚
木
麻
子 

・
あ
な
た
が
消
え
た
夜
に 中

村
文
則 

・
コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
の
お
や
つ
め
し 

 
 

 
 

 

コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ 

・
沈
み
ゆ
く
大
国
ア
メ
リ
カ 

 
 

堤
未
果 

・
や
さ
し
い
太
極
拳
１
週
間
プ
ロ 

グ
ラ
ム 

・
中
島
ハ
ル
コ
の
恋
愛
相
談
室 

 
 
 
 
 

 

林
真
理
子 

         
《
児
童
書
》 

・
ち
っ
ち
ゃ
な
ね
ず
み
く
ん 

な
か
え
よ
し
を
（
著
） 

上
野
紀
子
（
絵
） 

・
ブ
ラ
イ
ユ 

 

目
の
見
え
な
い
人
が
読
み
書

き
で
き
る
点
字
を
発
明
し
た

フ
ラ
ン
ス
人 

・
り
ん
ご
か
も
し
れ
な
い 

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
（
作
） 

◇
「
お
は
な
し
会
」
（
参
加
自
由
） 

毎
週
土
曜
日
14
時
30
分
か
ら 

      

半夏生（ハンゲショウ） 
ドクダミ科の多年草。茎頂にある葉の

半分が白色になる。片白草ともいう。 
七十二候のひとつ半夏生は、夏至から

数えて１１日目。この頃までに農家の人

達は田植えを済ませる。梅雨の末期は天

から毒気が降ると言われ、昔は井戸に蓋

をして毒を防いでいた。この時季は食べ

物が腐りやすいのでご注意を。 

 

七
寿
会
（
長
後
地
区
老
人
会
）

は
、
会
員
の
親
睦
を
図
る
た
め

昨
年
６
月
か
ら
七
ツ
木
市
民
の

家
を
利
用
し
て
、
毎
月
第
２
、

第
４
月
曜
日
、
13
時
〜
15
時
迄

活
動
し
て
い
る
。
内
容
は
、
前

半
楽
し
み
な
が
ら
頭
を
使
う
静

的
ゲ
ー
ム
。
後
半
は
手
足
を
使

う
動
的
ゲ
ー
ム
。
毎
回
違
っ
た

ゲ
ー
ム
を
し
、
今
日
は
何
か

な
！
と
期
待
感
を
持
た
せ
る
。

参
加
者
は
平
均
10
〜
15
名
。 

 

発
起
人
の
深
澤
健
雄
さ
ん
と

中
村
菊
子
さ
ん
は
「
集
ま
る
こ

と
が
と
て
も
大
事
。
笑
顔
で
仲 

間
に
な 

 

る
。
そ 

し
て
楽 

し
ん
で 

も
ら
い 

た
い
」 

と
話
し 

た
。 

         

老
人
会
リ
ポ
ー
ト 

『お
も
し
ろ
勉
強
会
』 



15/6/26 14 時 7分  

絵
手
紙 

春
駒
（
ハ
ル
コ
マ
） 

日
時 

毎
月
第
2
木
曜
日 

10
時
～
12
時 

場
所 

長
後
郵
便
局 

会
費 

月
７
０
０
円 

講
師 

鏑
木
静
子
先
生 

申
込 

北
見 

千
代
子 
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  長後地区防災講演会 

  『突然の発災にどう対処すべきか』 

講師：佐藤 榮一 

  （桐蔭横浜大学リスク管理学講

師） 

日時：3月７日（土） 

13時 30分～15時４0分 

場所：長後市民センター 3階ホー

ル 

定員：成人 20人（2回とも出られる

方） 

費用：無料 

  ※申込は当日、会場までお越し

下さい。 

 

 

 

 

現
在
、
長
後
地
区
に
は
19
の
公

園
が
あ
り
、
そ
の
名
称
に
字
が
付

け
ら
れ
て
い
る
。
市
内
全
域
の
公

園
名
も
同
様
で
、
そ
の
経
緯
を
公

園
課
で
聞
い
た
。
明
確
な
事
は
分

か
ら
ず
、
古
く
か
ら
あ
る
字
の
方

が
場
所
を
特
定
し
易
い
、
地
域
住

民
に
親
し
み
易
い
、
な
ど
の
理
由

に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。 

公
園
名
を
通
し
て
、
そ
の
字
の
由

来
を
探
っ
て
み
た
。 

◇
長
後
新
屋
敷
公
園
（
平
成
８
年

６
月
開
園
） 

 

藪
鼻
宿
（
亀
井
野
か
ら
北
に
の

び
る
大
き
な
藪
の
端
で
あ
っ
た
。

現
在
の
あ
い
も
ー
る
商
店
街
）
の

他
に
ほ
と
ん
ど
家
は
な
く
、
畑
や

山
林
で
あ
っ
た
。
明
治
の
末
頃
か

ら
分
家
（
新
家
）
が
建
ち
始
め
た

事
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。 

◇
諏
訪
棚
公
園
（
昭
和
47
年
11
月

開
園
） 

 

昔
か
ら
の
住
民
は
小
菅
姓
で
、

山
梨
か
ら
移
り
住
ん
だ
小
菅
氏
が

氏
神
と
し
て
諏
訪
明
神
を
奉
っ
た

事
で
こ
の
名
が
あ
る
。
棚
と
は
河

岸
段
丘
の
事
。 

（
資
料
提
供
・
藤
沢
地
名
の
会
会
長 

鈴
木
富
雄
さ
ん
） 

 

商
店
の
看
板｢

屋
号｣

の
由
来(

２) 

⑥ 

先
月
号
に
続
き
、｢

あ
い
・
も
ー

る
長
後｣

、｢

親
和
会｣

両
商
店
街

の
い
く
つ
か
の
商
店
に｢

屋
号｣

の
由
来
を
聞
い
た
。 

◇
創
業
者
の
名
に
由
来 

ロ
ワ
ー
ル
光
月
堂
…
昭
和
元
年

齋
藤
光
晴
さ
ん
が
瓦
せ
ん
べ
い

屋
創
業(

現
在
は
製
パ
ン
業)

。

名
前
の
一
文
字
と
月
に
向
か
っ

て
躍
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

命
名
。
現
店
名
は
10
年
前
か
ら
。 

◇
家
業
に
由
来 

古
満
屋
…
江
戸
時
代
、
長
後
が
滝

山
街
道
と
大
山
街
道
が
交
差
す
る

宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
頃
に
旅
籠

屋
で
あ
っ
た
。
創
業
時
期
は
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
現
当
主
井
上
滋

さ
ん
は
14
代
目
と
な
る
。
旅
籠

の
か
た
わ
ら
小
間
物
類
も
商
い
、

そ
の
家
業
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
言
う
。
お
茶
屋
は

戦
後
に
滋
さ
ん
の
母
が
始
め
た
。 

◇
そ
の
他
の
由
来 

ア
サ
ヒ
堂
…
昭
和
初
期
、
女
性

用
小
間
物
類
を
扱
う
店
と
し
て

創
業
。
商
売
繁
盛
の
願
い
を
昇

サ
ー
ク
ル
紹
介 

ひ
ま
わ
り
会 

日
時 

毎
週
火
曜
日
11
時
～
13
時 

場
所 

長
後
公
民
館 

講
師 

斉
藤
光
子
先
生 

内
容 

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス 

会
費 

１
０
０
０
円(

月
４
回)

 

申
込 

平
尾
冨
美(

44)

５
５
４
８ 

以
前
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
公
園
体
操
が
４
月
よ
り
下

土
棚
市
民
の
家
で
も
始
ま
り
ま

し
た
。
毎
週
月
曜
日
朝
９
時
か

ら
ラ
ジ
オ
体
操
等
軽
い
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
セ
ン
タ
ー

前
で
は
毎
週
水
曜
日
同
じ
く
朝

９
時
か
ら
で
す
。 

適
度
に
身
体
を
動
か
し
全
身

の
血
行
を
良
く
す
る
こ
と
で
一

日
を
快
適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

ど
な
た
で
も
参
加
自
由
。
よ
い

汗
を
か
い
て
、
暑
さ
寒
さ
に
負

け
な
い
身
体
を
目
指
し
ま
す
。

合
言
葉
は
「
笑
顔
」
、
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
屋

外
の
為
残
念
で
す
が
雨
天
は
中

止
で
す
。 

る
朝
日
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。

カ
タ
カ
ナ
文
字
は
当
時
珍
し

か
っ
た
と
い
う
。 

山
村
勉
強
堂
薬
局
…
大
正
８
年

に
創
業
。
他
店
に
な
い
サ
ー
ビ

ス
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
店
の
姿

勢
を
屋
号
に
込
め
て
い
る
。 

和
光
薬
局
…
昭
和
22
年
、
現
店

主
美
濃
口
豊
さ
ん
の
祖
母
が
創

業
。
粉
ミ
ル
ク
普
及
活
動
に
力

を
入
れ
、
和
光
堂
ミ
ル
ク
の
名

に
因
ん
で
い
る
。 

鮨
信
…
昭
和
53
年
、
小
林
清
一
さ

ん
創
業
。
修
業
先
の
屋
号
か
ら
。 

シ
ン
セ
イ
…
戦
後
、
三
宅
平
次

郎
さ
ん
が
新
生
電
器
を
創
業
。

戦
争
か
ら
帰
っ
た
父
が
新
し
い

時
代
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
意
欲

を
込
め
た
の
で
は
な
い
か
と
現

店
主
の
話
で
あ
っ
た
。 

編
集
後
記 

☆
親
が
見
て
い
な
い
所
で

子
ど
も
は
育
つ
部
分
が
あ

る
と
い
う
。
そ
ん
な
遊
び

の
空
間
が
わ
ん
ぱ
く
城
。

「
腕
白
」
と
は
「
関
白
」

の
音
変
化
で
当
て
字
と

か
。
わ
ん
ぱ
く
城
主
の
子

ど
も
達
は
関
白
様
さ
な

が
ら
に
、
の
び
の
び
と
遊

ぶ
。
大
目
で
見
守
る
人
達

の
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
を

よ
そ
に
し
て
。 

☆
照
ろ
う
か
、
降
ろ
う
か
、

曇
ろ
う
か
、
空
に
は
３
つ

の｢

廊
下｣

が
あ
る
ら
し

い
。
梅
雨
空
の
下
、
通
学

路
に
咲
い
て
い
た
雨
傘

の
花
も
萎
み
、
太
陽
降
り

注
ぐ｢

照
ろ
う
か｣

は
夏

休
み
へ
と
一
直
線
。
楽
し

い
毎
日
と
な
り
ま
す
よ
う

に
。 

☆
思
い
っ
き
り
太
陽
を

浴
び
た
の
は
遠
い
夏
の

日
。
今
や
、
遮
光
グ
ッ
ズ

に
身
を
固
め
る
変
身
振

り
。
で
も
、
古
よ
り
、
愛

日
と
は
「
冬
日
愛
す
可

く
、
夏
日
畏
る
可
し
」
と

あ
る
。
暑
中
お
見
舞
申
し

上
げ
ま
す
。 

（
Ｓ
・
Ｓ
） 

お
詫
び
と
訂
正 

６
月
号｢

わ
が
ま
ち
再

発
見｣

で
氏
名
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し

訂
正
し
ま
す
。 

正 

岩
月
三
津
次
郎 

誤 

岩
槻
三
津
次
郎 

｢

長
後
だ
よ
り｣

 

賛
助
会
協
力
者
名 

 

長
後
だ
よ
り
の
賛
助
会
員
制

度
に
多
く
の
方
か
ら
ご
協
力
を

い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。(

４
月
１
日
～
５
月
31
日)

 

個
人
会
員(

敬
称
略)

 

石
井
み
え
こ
・
市
川
四
郎
・
市

川
勤
・
井
上
三
郎
・
井
上
重
男
・

井
上
準
之
助
・
井
上
哲
夫
・
井

上
廣
男
・
今
井
良
子
・
大
川
榮

子
・
大
沢
旗
誉
介
・
大
沢
ふ
く

子
・
大
塚
富
美
子
・
岡
村
エ
ツ

子
・
荻
田
准
三
・
小
澤
秀
夫
・

落
合
英
只
・
桂
木
洋
子
・
加
藤

純
作
・
門
脇
充
・
上
條
麿
美
・

苅
宿
正
信
・
川
井
秀
枝
・
川
井

真
由
美
・
神
﨑
道
明
・
神
田
誠
・

菅
野
洋
三
・
菊
池
正
吾
・
栗
原

敞
江
・
桂
島
登
里
子
・
小
泉
英

明
・
小
菅
敦
子
・
小
菅
文
夫
・

小
菅
幸
子
・
小
菅
好
子
・
小
山

梅
雨
入
り
間
近
の
６
月

６
日(

土)

午
後
１
時

30

分
、
わ
ん
ぱ
く
城(

長
後
子

供
の
家)

で
は｢

わ
ん
ぱ
く

じ
ょ
う
ま
つ
り｣

の
開
幕
を

憲
子
・
小
髙
明
子
・
近
藤
洋
・

齋
藤
勝
吉
・
齋
藤
善
夫
・
佐
々

木
靜
子
・
佐
々
木
美
智
子
・
澤

野
勇
次
・
清
水
健
二
・
清
水
茂

代
・
菅
澤
万
利
子
・
杉
原
孝
子
・

鈴
木
紀
子
・
鈴
木
康
代
・
鈴
木

米
子
・
祖
田
和
子
・
関
野
清
美
・

平
道
子
・
高
嶋
久
雄
・
高
橋
紀

久
子
・
竹
村
真
一
・
田
中
美
子
・

田
場
川
善
雄
・
角
田
由
紀
子
・

戸
塚
ミ
ヨ
子
・
豊
島
美
智
子
・

永
坂
禮
子
・
仲
戸
川
英
子
・
中

村
千
代
美
・
中
村
美
代
・
中
山

康
以
・
新
倉
綾
子
・
野
渡
訓
・

畠
山
順
子
・
萩
原
昌
子
・
秦
野

育
子
・
原
田
稔
・
比
留
川
正
芳
・

福
島
秀
子
・
福
本
広
洋
・
布
野

キ
ヨ
子
・
古
屋
英
俊
・
細
谷
安

明
・
堀
口
恒
美
・
本
田
隆
三
・

本
間
志
津
子
・
三
栖
登
美
子
・

壬
生
恭
子
・
覧
村
薫
子
・
村
上

佐
千
子
・
安
田
宗
弘
・
遊
佐
静

枝
・
吉
野
ひ
ろ
子
・
吉
原
豊
・

吉
田
忠
昭
・
吉
田
時
子 

(

以
上
、
匿
名
希
望
含
め
98
会
員) 

法
人
会
員(

敬
称
略)

 

ア
サ
ヒ
堂
化
粧
品
店
・(

有)

グ

ロ
ー
バ
ル
コ
ン
テ
ナ
サ
ー
ビ
ス
・

相
模
幼
稚
園
・(

株)

志
廣
・
神
愛

保
育
園
・
善
然
寺
ペ
ッ
ト
納
骨

堂
・
そ
ば
処
長
後
庵
・(

株)

東
光

電
機
・
長
後
製
パ
ン(

株)

・
長
後

地
区
交
通
安
全
協
会
長
後
支

部
・
長
後
地
区
社
会
体
育
振
興

協
議
会
・
長
後
地
区
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
・
長
後
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
長
後
花

い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
委
員
会
・

(

株)

羽
根
澤
屋
本
店
・
富
士
見

台
地
区
社
会
体
育
振
興
協
議

会
・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
藤
沢
６

団
・
メ
ン
ズ
グ
ル
メ
ク
ッ
キ
ン

グ
・
山
村
勉
強
堂
薬
局 

（
以
上
、
19
会
員
） 

飾
っ
て
く
す
玉
が
割
ら
れ
、

子
ど
も
達
の
歓
声
が
上
が
っ

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
わ
ん

ぱ
く
城
25
周
年
を
記
念
し

て
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
子

ど
も
達
は
３
１
４
名
。 

子
ど
も
達
は
施
設
内
に

用
意
さ
れ
た
、
わ
な
げ
・

し
ゃ
て
き
・
ヨ
ー
ヨ
ー
つ

り
・
あ
て
く
じ
な
ど
８
つ

の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
を

喜
々
と
し
て
回
り
、
受
付

で
も
ら
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
獲
得
し
た
景
品
で
い
っ

ぱ
い
に
し
て
満
面
の
笑
み
。 

運
営
委
員
長
古
谷
一
幸

さ
ん
は｢

年
間
平
均
２
万

人
が
利
用
す
る
わ
ん
ぱ
く

城
が
、
大
過
な
く
25
周
年

を
迎
え
ら
れ
た
の
は
支
え

て
く
れ
る
多
く
の
人
達
の

お
陰
で
す｣
。
ま
た
、
見
守

る
人
の
原
聡
子
さ
ん
は

｢

み
ん
な
の
笑
顔
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
し
て
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
た
い｣

と
話
し
た
。 

遊びの空間わんぱく城25周年 

オープニングのくす玉割り 

こ
ん
に
ち
は
！ 

長
後
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

(

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー)
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